
ニコニコ技術部・初音ミクについて

Q1.ニコニコ技術部ってなんですか？

動画投稿サイト、ニコニコ動画にアップロードをされた、何かを「作ってみた」動画につけられるタグ

（分類用のラベル)のことです。ニコニコ技術部は、それらの動画をアップロードする人たちの集まり

でもあります。ニコニコ技術部では、動画のアップロード、まとめWikiや IRC（チャット）上における

部員同士のコミュニケーション・情報交換だけでなく、現実世界でも毎月のように各地で勉強会を

開催し、各々の成果を披露しています。また、技術部員がアップロードした動画には、しばしば「才

能の無駄遣い」や「技術の無駄遣い」といったコメントやタグがつけられます。これは技術部員がつ

くるものの多くが、その人の才能や技術を最大限に生かしながらも、決して世の中の役に立つもの

ではないからです。しかし、技術部員は自己の欲求を満たすために、そして人々にニコニコしても

らうために、日々開発に勤しんでいます。

Q2.ニコニコ技術部の始まりは？

ニコニコ技術部の始まりは一般に、『初音ミク（はちゅねミク）のねぎ回しを実際に作ってみた

(http://www.nicovideo.jp/watch/sm1122467)』という動画であると言われています。初音ミク（はちゅ

ねミク）については、次に説明します。



Q5.あの楽器ってどの楽器ですか？

「あの楽器」は、2008年 12月 8日に公開された、初音ミクが歌う、"innocence"の 3DPV『【初音ミ

ク】Innocence【3DPV】（http://www.nicovideo.jp/watch/sm5480792）』に登場する、初音ミクが演奏

しているタッチパネル式の電子楽器のことです。

→tripshots 氏のあの楽器イラスト？

「あの楽器」は、その先進的なデザインのかっこよさと、タッチパネルという新しい楽器システムから、

同年 12月 24日にニコニコ技術部に向けて、『初音ミク】 ニコニコ技術部へのお願い・これ作っ

て！ 【謎の楽器】（http://www.nicovideo.jp/watch/sm5647118）』という動画が公開され、ニコニコ技

術部上での開発が始まりました。動画のアップロード者は、携帯ゲーム機や iPhone、Javaベース

などで製作を行い、同年中にはすでに、さまざまな動画がアップロードされていました。09年に入

ると、いよいよ実物大のモデルが作られ始め、現在でもさまざまな案での開発が進んでいます。

→あの楽器動画サムネ →実物大あの楽器画像をいくつか



Q2-1.初音ミク、はちゅねミクってなに？

初音ミクとは、2007年 8月 31日にクリプトン・フューチャー・メディアが

発売した、音声合成による歌唱ソフトウェアです。初音ミクは「コンピュー

タに歌わせる」という画期的な技術と、かわいらしいキャラクターから、大

人気を博しました。初音ミクは、キャラクターの性格などをユーザーが考

え、ユーザーの思い通りに作られていくスタンスが取られたために、多く

の派生キャラクターが登場しました。その一つが、発売からわずか４日後

にアップロードされた、『VOCALOID2 初音ミクに「Ievan Polkka」を歌
わせてみた(http://www.nicovideo.jp/watch/sm982882)』に登場する、

初音ミクの 2頭身版、はちゅねミクです。

Q2-2.はちゅねミクはなぜネギを振っているの？
現在、ニコニコ動画でネギを振るキャラクターと言えば、まず挙がるのははちゅねミクですが、実

は元ネタがありました。それは 2004年にネットで公開され、「ロイツマガール」と呼ばれるように

なったフラッシュアニメです。フィンランドのカルテット、ロイツマの歌う「Ievan Polka」に合わせてア

ニメキャラがネギを回すというもので、日本より先に海外で人気を呼びました。はちゅねミクがネギ

を振っているのはロイツマガールを継承したためです。

→ネギを振るはちゅね画像？

ニコニコ技術部始まりの動画をアップロードした作者は、きっとこう思ったのでしょう。「この健気に

ネギを振る少女を、実体化したらどれだけおもしろいのだろうか！？」この精神は、ニコニコ技術部

の原動力でもあります。



2.たこルカについて

Q3.たこルカってなんですか？

たこルカについて説明するには、まず、巡音ルカというキャラクター

について説明しなければなりません。巡音ルカは、初音ミクから続く、

音声合成・歌唱ソフトシリーズの第 3弾で、ファンタジー風の女性が
キャラクターになっています。初音ミクは、ネギ振り動画の影響から、

彼女の「持ち物」としてネギが定着しました。巡音ルカについても

様々な持ち物が提案されましたが、三月八日氏が発表した「たこル

カ」が非常に愛らしかったために持ち物論争を根底から吹き飛ばし、

巡音ルカのマスコット・キャラクターとして一気に定着しました。



Q6.SOMESATとは？

SOMESATとは、超小型の人工衛星にキャラクター(はちゅねミク他)を積んで、実際に宇宙に打

ち上げ、社会の反応を調べようというプロジェクトです。その発端は技術部員で作家の野尻抱介

（尻 P）が 2008年春、「JAXAの相乗り衛星枠で初音ミク衛星を打ち上げよう」と言い出したことに

さかのぼります。今年になって LSIエンジニアの超電磁Ｐがモデルロケットを使った実験を公開し

て人気を博し、一気に知名度が上がりました。宇宙環境をにらんだ一連の手作り実験は HAXAプ
ロジェクトと呼ばれることになります。

SOMESATプロジェクトはHAXAプロジェクトを継承しつつ、技術面だけでなく、法的手続きや資

金調達を可能とするために立ち上げられたプロジェクトです。9月 19日にはアメリカのブラック
ロック砂漠にて打ち上げ実験が行われるなど、実際の打ち上げに向けて、着々とプロジェクトを進

めています。


